































とに成功した(400meV → 130meV)。図１の矢印部分に注目すると弾性散乱の裾が抑えられ、0.8eV のピーク
の低エネルギー側がよりはっきりと観測出来て
いることがわかる。また、主に測定を行った低温
下では 105meV とさらに高い分解能が達成され
た。この物質では新たな励起は観測されなかった
が、他の銅酸化物系物質についても同様に測定を
行うことで、今まで観えていなかったより低エネ
ルギー励起の観測が期待出来る。また、アナライ
ザー結晶については精度に改善の余地があり、加
えて新たなピクセル検出器の導入も控えており、
今後更なる高分解能化も見込まれる。 図１．CYCOのRIXSスペクトル 
